
記

 
 

熊

谷

市

立

熊

谷

東

中

学

校

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清

水

 

利

浩

 

   

一

 

本

校

の
沿

革

 

本

校

は
、
昭

和

三

十

六

年

（
一

九

六

一

）
、
桜

田

中

学

校

と
星

宮

中

学

校

が
統

合

し
て
開

校

し
た
歴

史

と
伝

統

の
あ
る
学

校

で

す

。
市

の
東

部

に
位

置

し

、
生

徒

は

主

に
熊

谷

東

小

、
佐

谷

田

小

、
久

下

小

、
成

田

星

宮

小

の
四

つ
の
小

学

校

か
ら
通

学

し
て
き
ま
す
。
南

北

に
広

が
る
学

区

に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯

の
会

場

と
な
っ
た
熊

谷

ラ
グ
ビ
ー
場

が
あ
り
、
天

然

記

念

物

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ

の
唯

一

の
生

息

地

で

あ

る

元

荒

川

が
流

れ

る

風

光

明

媚

な

地

域

で
す

。
学

校

教

育

目

標

は
「
志

高

く
」
。
そ

し
て
、
目

指

す

学

校

像

は
「
正

し
い
判

断

力

と
た
く
ま
し
い
実

践

力

を
も
っ
た
東

中

生

を

育

成

す

る

学

校

」
と
し
、
教

職

員

と
生

徒

・
保

護

者

と
力

を
合

わ
せ
、
地

域

を
愛

し
、
地

域

と
共

に
成

長

し
続

け
る
学

校

を

創

造

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

二

 

校

章

・
校

歌

制

定

に
係

る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校

章

 

①  

制

定

年

 
 

昭

和

三

十

七

年

（
一

九

六

二

） 

②  

デ
ザ
イ
ン
の
意

図

 
 

三

つ
の
ペ
ン
を

図

案

化

す

る

本

校

の
校

章

は
、
三

年

間

の
中

学

校

生

活

に
お
け
る
一

人

一

人

の
学

び
を

表

し
ま
す

。
ペ
ン
の
先

端

は
、
生

徒

一

人

一

人

の
目

標

を
意

味

し
、
本

校

は
、
学

校

は
、

学

び
の
場

で
あ
り
、
学

力

を

つ
け
る
た
め
、
ふ
だ

ん
の
学

び
を

大

切

に
す

る
こ
と
を

意

味

し
ま
す
。
底

辺

の
二

点

は
、
星

宮

中

と
桜

田

中

の
友

情

を
象

徴

し
、
頂

点

の
一

点

は
、
市

内

の
統

合

学

校

第

一

号

と

し

て
一

致

協

力

し

て
い
く

決

意

を

表

し

ま

す

。
校

章

の

内

部

の
無

数

の
点

は
、
生

徒

一

人

一

人

を

表

し
、
三

辺

は
鎖

を

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
地

域

の
人

々
と
の
強

い
協

力

を
意

味

し
ま
す
。
校

章

に
は
、
設

立

当

時

の
人

々
の
思

い
や
願

い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
２ 

校

歌

 
①  
制

定

年

 
 

昭

和

三

十

四

年

（
一

九

五

九

） 

②  

特

徴
 

 
 

 

作

詞

 

石

坂

養

平

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作

曲

 

荒

井

敬

正

 



     


